
一
九
七
○
年
に
結
成
し
た
家
族
史
研
究
会
は
、
国
際
婦
人
年
の
一
九
七

五
年
に
「
女
性
史
研
究
」
誌
を
創
刊
し
た
。
そ
し
て
二
五
年
目
に
あ
た
る

一
九
九
四
年
の
第
二
八
集
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
布
村
一
夫
先
生
追
悼
・
現

代
熊
本
の
女
た
ち
」
と
あ
る
よ
う
に
、
布
村
先
生
の
死
去
を
い
た
む
特
集

を
く
み
、
こ
の
号
を
も
っ
て
終
刊
と
し
た
の
で
あ
る
。

家
族
史
研
究
会
は
そ
の
名
称
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
史
・

女
性
史
を
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
文
献
と
し
て
、
Ｆ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
家

族
、
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
原
』
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

当
時
熊
本
女
子
大
学
教
授
で
あ
っ
た
布
村
一
夫
先
生
に
、
月
一
回
の
連
続

講
義
を
お
願
い
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

布
村
先
生
の
『
日
本
神
話
学
員
む
ぎ
書
房
、
一
九
七
三
年
）
、
『
原
始
共

同
体
研
究
』
（
未
来
社
、
一
九
八
○
年
）
、
『
原
始
、
母
性
は
月
で
あ
っ
た
』

（
女
性
史
双
書
第
一
、
一
九
八
六
年
）
、
『
正
倉
院
籍
帳
の
研
究
』
（
刀
水
書

房
、
一
九
九
四
年
）
等
々
の
著
書
の
刊
行
に
さ
き
だ
つ
諸
論
文
を
そ
の
つ

ど
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

●
学
界
展
望

「
新
女
性
史
研
究
」
第
一
号

ｌ
特
集
女
の
戦
後
・
熊
本
の
お
ん
な
五
○
年
Ｉ

そ
し
て
家
族
史
研
究
会
解
散
の
あ
と
、
小
グ
ル
ー
プ
で
熊
本
女
性
学
研

究
会
を
結
成
し
月
一
回
の
例
会
を
続
け
て
き
た
が
、
こ
こ
に
「
新
女
性
史

研
究
」
誌
第
一
号
（
一
九
九
六
年
）
を
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

「
創
刊
に
あ
た
っ
て
」
で
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
布
村
先
生
は
半
世
紀

に
わ
た
る
研
究
に
お
い
て
、
歴
史
は
「
原
始
母
権
↓
父
権
↓
未
来
母
権
」

へ
と
展
開
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
の
「
母
権
」
は
共
同
体
的
人
間

関
係
を
意
味
し
、
「
未
来
母
権
」
は
「
原
始
の
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
よ
り

高
い
形
態
で
の
復
活
」
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
内
実
を
く
み
た
て
る
た
め
に
、
「
男
も
女
も
近
代
を
生
き
な
が

ら
、
そ
の
近
代
の
意
義
を
ゆ
た
か
に
う
け
と
り
、
そ
の
近
代
を
超
克
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
歴
史
哲
学
を
受
け
継
ぎ
、
現
実
の
諸
問
題
を
考
え

る
女
性
学
に
足
場
を
お
き
、
女
性
史
を
そ
の
始
原
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

探
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
段
階
を
理
解
し
、
未
来
母
権
を
み
と
お
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
を
こ
め
て
誌
名
を
「
新
女
性
史
研

石
原
通
子
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究
」
と
し
た
。

第
一
号
の
目
次
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

井
上
清
先
生
に
き
く
。
「
日
本
女
性
史
』
執
筆
の
こ
ろ

占
領
期
の
熊
本
に
お
け
る
女
性
対
策
…
…
…
：
…
…
…
…
・
伴
栄
子

売
春
防
止
法
・
熊
本
に
お
け
る
婦
人
相
談
員
の
は
た
ら
き
か
ら

…
：
…
：
…
…
…
…
：
松
本
純
子

近
代
化
と
障
害
者
教
育
・
盲
聾
学
校
教
育
に
つ
い
て
川

…
…
：
…
…
・
…
…
卯
野
木
幸
子

四
宮
朝
子
さ
ん
・
家
庭
裁
判
所
調
停
委
員
と
し
て
…
…
：
・
小
玉
稜
子

華
北
よ
り
引
き
揚
げ
て
・
亡
き
愛
児
た
ち
へ
さ
さ
げ
る
…
竹
田
愛
子

水
俣
の
女
・
日
吉
フ
ミ
コ
さ
ん
伽
小
学
校
教
師
の
こ
ろ
…
石
原
通
子

現
代
熊
本
女
性
史
年
表
・
熊
本
の
お
ん
な
五
○
年

①
一
九
四
五
～
一
九
五
五
年
・
・
・
：
：
…
…
：
：
…
…
・
犬
童
美
子

未
刊
布
村
一
夫
著
『
民
族
学
の
父
Ｌ
・
Ｈ
・
モ
ル
ガ
ン
』
の
こ
と

…
…
・
…
…
…
…
…
・
・
石
原
通
子

布
村
一
夫
著
『
正
倉
院
籍
帳
の
研
究
』
輪
読
第
一
回

序
章
日
本
上
代
の
女
た
ち
：
．
…
…
…
…
…
：
：
：
犬
童
美
子

ア
ジ
ア
女
性
史
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
…
…
卯
野
木
幸
子

（
文
献
紹
介
）

杉
原
四
郎
ほ
か
編
『
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
現
代
』

第
二
次
世
界
大
戦
が
お
わ
っ
て
半
世
紀
が
す
ぎ
た
現
在
に
お
い
て
、
女

の
戦
後
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
、
ま
ず
井
上
清
先
生
を
京
都
に
た
ず

ね
て
『
日
本
女
性
史
』
執
筆
の
こ
ろ
の
貴
重
な
思
い
出
話
の
な
か
に
ふ
り

か
え
り
、
ま
た
熊
本
県
と
い
う
地
域
に
生
き
た
人
々
を
通
し
て
検
証
し
た
。

し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
生
き
抜
い
た
人
々
も
高
齢
と
な
り
、
五
○
年

の
時
の
流
れ
は
実
証
の
む
ず
か
し
さ
と
、
今
後
の
聞
き
と
り
調
査
を
急
が

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

「
現
代
熊
本
女
性
史
年
表
・
熊
本
の
お
ん
な
五
○
年
」
は
引
き
続
き
掲

載
し
な
が
ら
、
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

布
村
先
生
の
最
後
の
著
書
『
正
倉
院
籍
帳
の
研
究
』
や
、
未
刊
の
著
書

『
民
族
学
の
父
Ｌ
・
Ｈ
・
モ
ル
ガ
ン
』
も
学
び
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

他
の
諸
研
究
会
か
ら
大
き
な
示
唆
を
う
け
な
が
ら
、
新
会
員
と
と
も
に

力
を
あ
わ
せ
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
熊
本
女
性
学
研
究
会
事
務
局
熊
本
市
池
田
三
’
二
’
三
○
）

・
家
族
論
を
中
心
に
：
．
…
…
…
…
…
・
…
：
伴
栄
子

石
塚
正
英
著
弓
白
雪
姫
」
と
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ
信
仰
』
を
読
む

：
…
…
…
…
…
…
…
・
小
玉
稜
子

江
守
五
夫
著
『
歴
史
の
な
か
の
女
性

・
人
類
学
と
法
社
会
学
か
ら
の
考
察
』
…
松
本
純
子

栗
原
弘
著
『
高
群
逸
枝
の
婚
姻
女
性
史
像
の
研
究
』
…
…
石
原
通
子
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